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アイディア賞
「進撃の巨人」

美術賞
「進撃の女王」

観光物産協会賞
「アナと雪の女王  小原版」

ファンタジー賞
「スーパーマリオブラザーズ」

工業振興協議会長賞
「妖怪ウォッチ  in  上町」

ユーモア賞
「マリオパーティ−」

国際ソロプチミストばんげ賞
「なんか、ようかい？ウォッチ」

ロータリークラブ賞
「橋本のスーパーマリオブラザーズ」

優秀賞「ワンピース」

優秀賞「妖怪うきうきウォッチング」

ば
ん
げ
秋
ま
つ
り
が
９
月
13
・

14
日
に
開
催
さ
れ
、
宵
ま
つ
り
で

は
、
提
灯
行
列
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
各
町
内
の
子
ど
も
た
ち
が
太

鼓
台
（
と
し
ゃ
れ
っ
こ
）
を
引
き
、

祭
り
囃
子
（
は
や
し
）
の
音
色
に

誘
わ
れ
て
多
く
の
町
民
や
観
光
客

が
詰
め
か
け
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
迫
力
あ
る
山
車
を
目
に
焼
き

付
け
て
い
ま
し
た
。

本
ま
つ
り
の
稚
児
行
列
で
は
、

鮮
や
か
な
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
子

ど
も
た
ち
が
町
内
を
練
り
歩
き
ま

し
た
。

ま
た
、
仮
装
山
車
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
、
登
場
し
た
坂
下
地
区
15
自

治
会
そ
れ
ぞ
れ
の
自
由
な
発
想
と

ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
、
中
に
は
予
想

も
し
な
い
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン
な

ど
多
種
多
様
な
山
車
が
集
ま
り
審

査
員
が
頭
を
悩
ま
せ
る
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
今
年
は
桜
木
町

が
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

新町

柳町上町緑町

新栄町

橋本茶屋町

鉄砲町

小原

古坂下



商工会長賞
「只見線トーマス」

最優秀賞「アナ雪・櫻プリンセス」

神輿御渡稚児行列

提灯行列

ライオンズクラブ賞
「妖怪ウォッチ」

諏訪町

仲町

桜木町

秋
ま
つ
り

青年会議所賞
「金田一少年の事件簿」

本町

技術賞
「アナと雪の女王」

新富町



総額85.0億円　　前年比19.3億円減

町　税
15.8億円（18.6%）

地方交付税
27.6億円（32.5%）

町　債 
13.8億円（16.2%）

国庫支出金
6.4億円（7.5%）

県支出金
10.3億円
（12.1%）

その他の交付金
1.9億円（2.4%）

地方譲与税
1.1億円
（1.3%）

依存財源
（72.0％）

自主財源
　　（28.0％）
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4
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4
4

4
4
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3
○分担金及び負担金
 0.2億円（0.3%）
○使用料及び手数料
 1.3億円（1.5%）
○財産収入
 0.7億円（0.8%）
○繰入金
 1.6億円（1.9%）
○繰越金
 2.0億円（2.4%）
○諸収入
 2.1億円（2.5%）
○その他
 0.02億円（0.0%）

平成25年度　普通会計決算の内容

歳入総額 85.0億円

歳出総額 83.3億円 　総 務 費　　【一般的な事務に】
「人の駅・川の駅・道の駅」事業� 4.2億円
地域づくり推進事業� 0.6億円
地区コミュニティーセンター整備事業� 0.6億円

　民 　 生 　 費　　【福祉増進のために】　
介護保険特別会計繰出金� 2.6億円
児童手当事業� 2.5億円
自立支援給付費等負担金事業� 1.9億円

　農林水産業費　　【農林業の振興に】　
福島県営農再開支援事業� 0.6億円
農業集落排水事業特別会計繰出金� 0.4億円
経営体育成支援事業� 0.3億円

　土 　 木 　 費　　【道路や橋の整備に】　
坂下東第一地区土地区画整理事業特別会計繰出金� 1.7億円
下水道事業特別会計繰出金� 1.1億円
ばんげひがし公園整備事業� 0.5億円

　教 育 費　　【学校、社会教育の充実に】
中学校校舎等整備事業� 1.1億円
南小学校屋内運動場耐震化事業� 0.8億円
幼・小・中学校通学通園補助� 0.6億円

　そ 　 の 　 他　　　　　　　　　　　　
議会費� 1.1億円
労働費� 0.9億円
災害復旧費� 2.6億円

主 な 内 容

その他  4.6億円（5.5%）

商工費
2.3億円（2.8%）

消防費
4.7億円
（5.6%）

総務費
12.4億円
（14.9%）

教育費
11.6億円
（13.9%）

民生費
17.7億円
（21.2%）

公債費
9.9億円
（11.9%）

土木費
9.5億円
（11.4%） 衛生費

4.8億円
（5.8%）

農林水産業費
5.8億円（7.0%）

町民1人当たりに使われたお金 総額499,037円
町民1人当たりが納めた税金 94,890円

1世帯当たりの税金 292,681円
【町民1人当たりに使われたお金】歳出83.3億円÷人口16,699人
【町民1人当たりが納めた税金】納付税額15.8億円÷人口16,699人
【1世帯当たりの税金】納付税額15.8億円÷世帯5,414戸
◎人口、世帯数は平成25年10月1日現在の数値です。
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会　計　名 歳　入 歳　出
国 民 健 康 保 険 21.0億円 20.8億円
後 期 高 齢 者 医 療 1.6億円 1.6億円
介 護 保 険 18.3億円 17.8億円
下 水 道 事 業 4.2億円 4.2億円
坂下東第一地区土地区画整理事業 3.3億円 3.3億円
農 業 集 落 排 水 事 業 0.6億円 0.6億円
水 道 事 業 4.4億円 4.2億円

計 53.4億円 52.5億円

（小数点第2位以下を四捨五入して表示）
平成25年度　特別会計決算の内容

会津坂下町の財政指標（健全化判断比率）を公表します

主 な 内 容
【
国
民
健
康
保
険
】 

　
国
保
税
の
確
実
な
収
納
を
確
保
す
る
た
め
、
収
納
率
等
特

別
対
策
事
業
に
取
組
み
、
収
納
率
の
向
上
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
と
加
入
者
が
納
め
る
国

保
税
に
よ
り
運
営
し
、
医
療
費
の
適
正
化
対
策
並
び
に
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
各
種
保
健
事
業
の
充
実
強
化

を
図
り
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
よ
り
医
療
費
の

抑
制
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
】

　
壮
年
期
か
ら
の
疾
病
予
防
や
早
期
治
療
が
老
後
の
健
康
維

持
に
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
医
療
費
適
正
化
対

策
を
進
め
、
今
後
も
保
険
事
業
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

【
介
護
保
険
】

　
介
護
保
険
が
導
入
さ
れ
10
年
以
上
が
経
過
し
、
制
度
へ
の

理
解
も
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
団
塊
の
世
代
が
高

齢
者
と
な
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
伴
っ
た
要
介
護
者

が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
期
の
介
護
予
防

に
よ
る
給
付
費
の
抑
制
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
下
水
道
事
業
】

　

坂
下
東
処
理
区
の
桜
木
町
、
羽
林
地
内
で
延
長
３
４
７

ｍ
、
及
び
坂
下
中
央
処
理
区
の
緑
町
、
茶
屋
町
地
内
で
延
長

７
１
７
ｍ
の
管
渠
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
坂
下
中

央
浄
化
セ
ン
タ
ー
整
備
用
地
と
し
て
３
，
４
２
６
㎡
の
用
地

を
購
入
し
、
造
成
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。 

【
坂
下
東
第
一
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
】

　
本
年
度
の
主
な
事
業
は
、 

・
家
屋
移
転
等
５
件
３
棟
（
現
年
度
分
）

・
整
地
工
事　
１
，
２
５
９
㎡

を
補
償
・
整
備
し
ま
し
た
。

【
農
業
集
落
排
水
事
業
】

　
窪
倉
・
合
川
・
陣
が
峯
城
・
長
井
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
維
持

管
理
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
水
道
事
業
】

　
坂
下
東
第
一
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
の
区
画
道
路

整
備
に
伴
い
、
桜
木
町
地
内
で
延
長
３
１
０
ｍ
の
配
水
管
布

設
替
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
羽
林
、
気
多
宮
地
内

で
他
事
業
関
連
に
よ
る
延
長
１
０
０
ｍ
の
配
水
管
布
設
替
工

事
を
実
施
し
ま
し
た
。

地方公共団体財政健全化法に基づく平成25年度決算の健全化判断比率は次のとおりです。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
わが町の比率

（早期健全化基準）
―

（15.0）
―

（20.00）
14.4

（25.0）
151.2

（350.0）
いずれかが早期健全化基準以上である場合、法で定める「財政健全化計画」を策定しなければなりません。
また、健全化判断基準のうち公営企業（水道事業、下水道事業、農業集落排水事業）の資金不足比率にお
いても該当しておりません。

○実質公債費比率
15.0％（H24）⇒14.4％（Ｈ25）
※0.6ポイント改善
要因：特別会計への繰出金の減や債務負担行為に
係る償還金の減等に伴うもの

※実質公債費比率とは・・・
普通会計の公債費（返済）と公営事業会計・一部
事務組合への公債費にあたる負担金を合わせた額
の標準財政規模に対する比率
3 ヵ年の平均値で算出される。

○将来負担比率
162.5％（H24）⇒151.2％（Ｈ25）
※11.3ポイント改善
要因：特別会計への繰出金見込み額の減や債務負
担行為に係る支出予定額の減等に伴うもの

※将来負担比率とは・・・
出資法人（第三セクター等）を含めた普通会計の
実質的な負債の標準財政規模に対する比率

【平成24年度と平成25年度の比較】
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町職員の給与・定員状況

　

職
員
の
給
与
は
、
国
家
公

務
員
や
そ
の
他
の
地
方
公
共

団
体
の
職
員
、
そ
し
て
民
間

の
給
与
水
準
等
を
考
慮
し
、

町
議
会
の
決
議
を
経
て
条
例

で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い

た
だ
く
た
め
に
、
そ
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
方
分
権

の
推
進
や
高
齢
化
の
進
展
に

伴
い
、
行
政
需
要
が
増
大
す

る
中
、
最
小
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
挙
げ
る
こ
と
を
基

本
理
念
に
、
な
お
一
層
の
適

正
な
給
与
及
び
定
員
の
管
理

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

※
平
成
25
年
9
月
か
ら
平
成

26
年
3
月
ま
で
の
７
カ
月

間
、
職
員
は
給
料
表
に
合
わ

せ
一
・
二
級
は
3
％
、
三
・

四
級
は
4
％
、
五
・
六
級
は

6
％
を
削
減
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
役
及
び
町
議
会

議
員
は
10
％
削
減
を
実
施
し

ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

行
政
管
理
班 

　

☎
84
‐
1
5
0
3

町職員の給与・定員状況を公表します

人件費の状況（普通会計決算）	 （注）人件費には、特別職等に支給される給料、報酬等を含む

区　　分
住民基本
台帳人口

(25．3．31)
歳出額(千円)

Ａ
実質収支
（千円）

人件費（千円）
Ｂ

人件費
（Ｂ／Ａ）

前 年 度
人件費率

平　成
25年度 １７，０４３人 ８，５０５，９９４ １３８，５０７ １，２５２，５０２ １４．７％ １３．５％

職員給与費の状況（一般会計予算）	 （注）給与費は当初予算に計上された額

区　　分 職員数Ａ
給　　　　与　　　　費 ₁人当たり給

与費（Ｂ／Ａ）
（千円）

給　　料
（千円）

職員手当
（千円）

期末・勤勉手当
（千円）

計Ｂ
（千円）

平　成
26年度 １５３人 ５９２，１９０ ２４８，０５３ ２１６，８２３ １，０５７，０６６ ６，９１０

職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成26年４月１日現在）

一 般 行 政 職 技 能 労 務 職
平均給料月額 平 均 年 齢 平均給料月額 平 均 年 齢

３１２，６１２円 ４３．１歳 ３０６，２６７円 ５６．８歳

職員の初任給の状況（平成26年４月１日）　

区　　分
一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

法 定 初 任 給 採用２年経過給料額 法 定 初 任 給 採用２年経過給料額
大 学 卒 １７２，２００円 １８５，８００円 ─ ─
短 大 卒 １５２，８００円 １６６，９００円 ─ ─
高 校 卒 １４０，１００円 １４９，８００円 １３７，２００円 １４６，７００円

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成26年４月１日）　

区　　分 経験年数７年以上10年未満 経験年数10年以上15年未満 経験年数15年以上２０年未満

一般行政職
大学卒 ２２４，３００円 ２８０，４００円 ３２８，９００円
短大卒 該当者なし ２６９，６００円 ３０８，５００円
高校卒 該当者なし ２２７，４００円 ２８７，８００円

技能労務職 高校卒 該当者なし 該当者なし 該当者なし
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7

町職員の給与・定員状況

職員手当の状況

手　当 ６　　月　　期 １２　　月　　期 合　　　　計
期 末 手 当 １．２２５月分 １．３７５月分 ２．６月分
勤 勉 手 当 ０．６７５月分 ０．６７５月分 １．３５月分
合 　 　 計 １．９月分 ２．０５月分 ３．９５月分

退職手当（最高限度額）
自己都合 勧奨退職

４６．５５月分 ５５．８６月分
その他
手　当 区　　分 扶養手当 住居手当 通勤手当 時間外手当 寒冷地手当

平　成
２4年度

支 給 総 額 22,945千円 3,865千円 5,438千円 33,128千円 10,540千円

職員₁人当たり
支 給 月 額 19,313円 26,840円 4,082円 21,400円 12,547円

平　成
２5年度

支 給 総 額 22,640千円 4,212千円 5,173千円 35,065千円 10,604千円

職員₁人当たり
支 給 月 額 19,726円 25,518円 4,217円 23,756円 12,684円

（注）職員 1 人当たり支給月額は、支給総額をそれぞれの支給要件に該当する職員数で除算し算出

特別職の報酬等の状況

区　　　分 給料月額等 期　末　手　当

給 　 料
町   長 ７９６，０００円 【26年度支給割合】

	 ６ 月期	 １２月期	 計
	 １．４月分	 １．５５月分	 ２．９５月分

副 町 長 ６４０，０００円
教 育 長 ５９９，０００円

報 　 酬
議 　 長 ２９９，０００円 【26年度支給割合】

	 ６ 月期	 １２月期	 計
	 １．４月分	 １．５５月分	 ２．９５月分

副 議 長 ２４２，０００円
議 　 員 ２２１，０００円

部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

区　　分 職　員　数 対前年増減数 区　　分 職　員　数 対前年増減数
部　　門 Ｈ26 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ25 部　　門 Ｈ26 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ25

一 般
行 政 部 門

議　 会 ３ ３ ０ ０ 特別行政部門 教　 育 ４２ ３５ ７ ▲２
総　 務 ３６ ３７ ▲１ ２ 普通会計　計 １５８ １５２ ６ ０
税　 務 １０ １０ ０ ０

公営企業等
会 計 部 門

水　 道 ３ ３ ０ ▲１
民　 生 ２４ ２４ ０ １ 下 水 道 ４ ４ ０ １
衛　 生 １２ １２ ０ ０ 国　 保 ５ ６ ▲１ ▲１
農林水産 ６ ６ ０ ▲２ 介護保険 ４ ４ ０ １
商　 工 ６ ６ ０ ０ 小　計 １６ １７ ▲１ ０
土　 木 １３ １３ ０ ０

合　　　計 １７４ １６９ ５ ▲２
小　 計 １１６ １１７ ▲１ １

（注）上記職員数は、毎年 4 月 1 日現在で総務省自治行政局公務員部能率安全推進室で行っている
　　　「地方公共団体定員管理調査」（教育長、臨時職員を除く）の人数



宇内・塔寺・束松投票区の投票所の場所が変わりました。

今回の福島県知事選挙から、投票所が変更となった地区があります。
該当地区にお住まいの方はご注意ください。

（宇内・津尻地区）

（塔寺・塔寺二区・気多宮・新舘・杉・船窪地区）

（赤城新田・天屋・本名・杉山地区）

JA会津みどり川西支所

旧八幡小学校体育館

束松公民館

新投票所：浄運寺会館（宇内地区の集会所）

新投票所：八幡コミュニティセンター
　　　　　　  （旧八幡小学校跡）

新投票所：会津坂下町束松振興センター

10月26日（日）は
福島県知事選挙の投票日です　

忘れずに投票しましょう！

投票日当日に都合があって投票に行けない方は、期日前投票ができます。

入場券をご持参の上、以下の期日前投票所にお越しください。
※宣誓書の記入が必要となります。
入場券がなくても投票できますが、本人確認を行います。入場券を持参いただくと、
受付をスムーズに行うことができます。

場所 期間 時間

会津坂下町役場東分庁舎
（字市中二番甲3650番地）

１０月１０日（金）
～

１０月２５日（土）

午前８時３０分
～

午後８時００分

【問い合わせ先】町選挙管理委員会事務局　☎８４－１５０３

宇内投票区

塔寺投票区

束松投票区

⇨

⇨

⇨

光明寺

町　営
駐車場

町役場

本庁舎

北裏通り

〈期日前投票所の場所〉

ライヴァン通り

駐
車
場

期日前投票所

町役場東分庁舎

選挙管理委員会からのお知らせ　　　　

8



1ＡＥＤの実演　2消火器を
使った初期消火訓練　3㈱リ
オンドールによる生活物資供
給訓練　4みつばちキッズ・
福祉ボランティアによる炊き
出し訓練　5消防協力隊によ
る放水訓練　6消防団・消防
署による中継送水訓練　7ヘ
リコプターによる救助訓練　
8はしご車による救出訓練　
9消防団女性班による応急手
当訓練　

7

会津坂下町
防災訓練

会
津
坂
下
町
防
災
訓
練
が
８

月
30
日
（
土
）、
広
瀬
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
広

瀬
地
区
の
区
長
会
や
民
生
児
童

委
員
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
や

交
通
安
全
協
会
広
瀬
分
会
な
ど

各
種
関
係
機
関
が
多
数
参
加

し
、
会
津
坂
下
消
防
署
や
町
福

祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
訓
練
想
定
】

平
成
26
年
８
月
30
日
、
台
風
15
号

が
新
潟
県
沖
の
日
本
海
を
通
過
し
て

お
り
、
福
島
地
方
気
象
台
は
午
前
７

時
、
会
津
方
部
全
域
に
大
雨
及
び
暴

風
警
報
を
発
令
。
阿
賀
川
が
増
水

し
、
浸
水
や
決
壊
の
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
を
発
令

し
、
広
瀬
地
区
各
集
落
の
避
難
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
警
戒
態
勢
に
入
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
午
前
10
時
8
分
頃
、
福
島

県
会
津
地
方
を
中
心
に
激
し
い
地
震

が
あ
り
、
会
津
坂
下
町
広
瀬
地
区
で

は
家
屋
が
倒
壊
し
、
旧
広
瀬
小
学
校

よ
り
出
火
、
延
焼
拡
大
の
恐
れ
あ
り

と
い
う
想
定
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

3
5

4
6

8
9

1
2
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【問い合わせ先】健康管理センタ―　☎８３－１０００

特定健診・がん検診は受けましたか？　　　　

あなたの健康を知る絶好のチャンスです!

10

総合健（検）診を実施します
　まだ、特定健診やがん検診を受けていない方のために、総合健（検）診を実施します。あなたの健康
のために、忘れずに受診しましょう。
　なお、受診者数を把握したいので、事前に健康管理センターに予約をお願いします。

１．日　　時　　11月16日（日）　（受付時間　午前８時～10時）
　　　　　　　　12月13日（土）　（　　　　　〃　　　　　　）

２．場　　所　　会津坂下町　健康管理センター

３．総合健（検）診の内容

４．持参品等　
　　○総合健（検）診受診録
　　○自己負担金
　　○特定健診を受ける方は、特定健康診査受診券・保険証

▼注意点▼
　社会保険被保険者・被扶養者の方で特定健診を受診する方は、事前に加入している医療保険者に町
の総合健診（財団法人 福島県保健衛生協会が実施）を受診できるか等を確認し、受診するようお願
いします。

大腸がん検診を希望する方へ
検査容器をお持ちでない方は、事前に健康管理センターでお渡しします。

健（検）診項目 対　象　者 料　金
特定健康診査 40歳～74歳（国民健康保険被保険者） 無料

健康診査 75歳以上（後期高齢者医療保険被保険者） 無料

結核・肺がん検診
（胸部レントゲン撮影） 40歳以上の方（結核検診は65歳以上） 200円

胃がん検診
（胃透視（バリウム検査）） 40歳以上の方　　※治療中でない方 800円

大腸がん検診
（便潜血反応検査）

40歳以上の方　　※治療中でない方 200円

無料クーポン対象者
（今年度中に41・46・51・56・61歳になる方） 無料

Ｃ型肝炎検査 ・今年度の誕生日で40歳になる方
・40歳以上で過去に検査を受けたことがない方 400円

前立腺がん検診
（血液検査）

50歳以上～74歳までの男性で今年度中に偶数年齢に
なる方
※治療中でない方

400円
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福島県では結核予防週間に併せて、結核への関心が高まるよう、普及啓発事業
を行っています。
福島県内では、平成25年に228名の方が新たに結核を発症しています。
そのうち、約７割が65歳以上の方です。（平成25年：161名（70.6 ％））
結核は、人から人にうつる感染症で、自分が結核だと気づかずに周りの人々に

うつしてしまうことがあります。
結核は早期発見・早期治療により治すことができますので、結核に関心を持ち、

正しい知識を身につけましょう。

結核はどんな病気？

結核は過去の病気ではありません
「長引く咳は“風邪” ･･･“結核”かも!?」

結核とは、結核菌によって主に肺に炎症を起こす病気です。
結核を発病し重症化している人の咳やくしゃみのしぶきには、結核菌が含まれています。このし

ぶきの水分が蒸発して、結核菌だけが空気中にただよって飛び、それを周りの人が直接吸い込むこ
とによってうつります。
「結核かな？」と思ったら、医療機関を受診しましょう。また、人にうつさないために、せきが
出る時はマスクをつけましょう。
結核は、６か月間毎日きちんと薬を飲めば治ります。しかし、治療の途中で服薬をやめてしまえ

ば治りません。それどころか菌は抵抗力をつけ、薬が全く効かない多剤耐性菌になることもあります。

こんな時はすぐに病院へ！　重症になる前に早期に受診しましょう。

 　・長引く咳（２週間以上）	 ・タンが出る	 ・長引く（体の）だるさ
 　・長引く微熱	 ・ 胸の痛み	 ・急に体重が減る

発見されにくい高齢者の結核
65歳以上の方は、年に１回胸部レントゲン検査を受けましょう。
また、健診等で胸部レントゲン検査の精密検査が必要となった場合は、自覚症状がなくても必ず

受診しましょう。　

咳・タンなど目立った症状があらわれにくいのが、高齢者の結核の特徴です。
食欲がない・元気がない・体重減少・微熱などの症状しか出ない場合があります。
日頃から健康状態に注意しましょう。

生後１年までにBCG接種を受けましょう！
BCGは、結核に対する免疫をつけて、乳児の重症化を防ぐ予防接種です。
生後５～８か月に、必ずBCG接種を受けましょう。

【問い合わせ先】会津保健福祉事務所（保健所）　医療薬事課　☎２９−５５１２
　　　　 健康管理センター　☎８３−１０００　　　　　　　　　

結核について
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１ 募集内容及び考え方
平成27年４月から施行予定の「子ども･子育て支援新制度」に関する各種施設や事業について、そ

の基準を条例で規定することが義務付けられています。
このため、町でも国から示された基準をもとに取りまとめた次の３つの条例（案）について、町民

の皆さまからご意見を募集し、条例の制定を進めてまいります。

①会津坂下町特定教育･保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例（案）
②会津坂下町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例（案）
③会津坂下町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例（案）

２ 募集期間
10月１日（水）～10月31日（金）≪必着≫

３ 閲覧場所
①町ホームページ
②町教育委員会子ども課　子ども支援班（南分庁舎１階／開庁時間内）

４ 提出方法
ご意見記入用紙（町ホームページからダウンロード可）に住所・氏名・年齢・意見を記入のうえ、

電子メール・FAX・郵送・持参のいずれかにより、子ども課あてに提出してください。

５ 提出及び問い合わせ先
子ども課　子ども支援班
　〒969-6547　会津坂下町字市中三番甲3667番地１（南分庁舎１階）
　 ☎：８４－３７１２　　FAX：８３－７５００
　電子メール：kodomo＠town.aizubange.fukushima.jp

６ ご意見の取り扱い
お寄せいただいたご意見は、最終的な条例案を作成する際に参考とさせていただくとともに、結果

の概要を公表する予定ですが、ご意見に対する個別の回答は行いませんのでご了承ください。ご記入
いただいた個人情報は、会津坂下町個人情報保護条例の規定に従い、適切に取り扱います。

【参考】　内閣府ホームページ「子ども・子育て支援新制度」
　　　　（http://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/index.html）

子ども･子育て支援新制度に係る各種基準に
ついて皆さんのご意見を募集します

パブリックコメント（意見公募）を実施します　　　　



すてきな出会いを
応援します!
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廣田 久美子（柳町）
☎83-2121

加藤 一江（青津）
☎83-0410　

松永 隆子（桜木町）
☎83-2705

上野 芳子（津尻）
☎83-3529

二瓶 ミイ子（樋渡）
☎82-3422　

ふれあいプランナー
小柴 優子（船杉）

☎83-3786

二瓶 由美子（金上）
☎83-0841

田中 恵美子（杉山）
☎85-2417

8月より新しく、8名の結婚相談員が決まりました。
幸せカップル誕生のため尽力いたします。

お気軽にご相談ください。（個人の秘密は守ります）

毎週、月、水、金曜日の午前中は、「ふれあいプランナー」が農業委員会内におりますので、
いつでもご相談ください。（事前に連絡をいたたければ、午後でもかまいません。）

媒酌人報奨制度
町内に在住している後継者に配偶者を媒酌していただいた方に、町より報奨金が支給されます。

■問い合わせ先　農業委員会　☎８４−１５３４

農業委員会からのお知らせ

おーたむばすつあー in レジーナ
▼日時
　10月26日（日）
　午前9時～午後5時
▼場所
　レジーナの森（岩瀬郡天栄村）
▼参加費
　男性　４，０００円
　女性　３，０００円

▼内容　バーベキュー
▼定員
　30名
　（25歳～40歳の独身男女）
▼締切
　10月15日（水）
　定員になり次第締め切らせて
　いただきます。

▼主催
　出会いの場創出事業実行委員会

▼申し込み・問い合わせ先
　農業委員会
　☎８４‐１５３４	

婚活

バスツ
アー

募集
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い
よ
い
よ
10
月
2
日
（
木
）、

道
の
駅
「
あ
い
づ　

湯
川
・
会

津
坂
下
」
が
開
業
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
道
の
駅
を

含
む
「
人
の
駅
・
川
の
駅
・
道

の
駅
」
拠
点
整
備
事
業
は
、
平

成
19
年
に
始
動
し
、
足
か
け
7

年
を
費
や
し
た
村
に
と
っ
て
の

一
大
事
業
で
あ
り
ま
し
た
。
い

う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
事
業
は

会
津
坂
下
町
と
の
共
同
事
業
で

あ
り
、
共
同
事
業
で
あ
る
が
故

の
困
難
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
分
、
村
だ
け
で
は
為
し
得
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
す
ば
ら
し
い

施
設
に
仕
上
が
っ
た
と
自
負
し

て
お
り
ま
す
。

　

施
設
整
備
は
一
区
切
り
つ
き

ま
す
が
、
こ
れ
で
終
わ
り
で
は

な
く
、
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
が
本

番
で
あ
り
、
こ
の
施
設
が
ど
の

よ
う
に
育
っ
て
い
く
か
は
大
変

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
県
内
で
は
27
番
目
の
道
の

駅
で
あ
り
、
決
し
て
早
い
方
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
既
存
の
道

の
駅
に
は
な
い
特
色
あ
る
道
の

駅
を
目
指
し
て
、
造
っ
て
良
か

っ
た
と
皆
さ
ま
に
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
道
の
駅
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

施
設
を
整
備
し
た
目
的
の
一

つ
に
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
大

き
な
柱
に
し
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
村
外
住
民
と
の
交
流
だ
け

で
な
く
、
村
内
の
方
々
同
士
の

交
流
に
も
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
村
内
に
は
、
気
軽
に
集
ま
っ

て
談
笑
す
る
施
設
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
こ

の
施
設
を
使
っ
て
大
い
に
日
頃

の
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
非
常
時
に
は
避
難
施

設
と
し
て
の
利
用
も
考
え
た
設

計
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

万
が
一
の
時
に
は
皆
さ
ま
の
安

全
・
安
心
に
つ
な
が
る
施
設
と

し
て
機
能
す
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
本
事
業
に
ご
協
力
・
ご
理

解
い
た
だ
い
た
町
民
、
村
民
の

皆
さ
ま
に
こ
の
場
を
借
り
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
開
業
を
機
に
町
村
民
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
一
致
団
結
し
て

よ
り
よ
い
地
域
と
な
り
ま
す
よ

う
祈
念
し
て
開
業
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

　

か
わ
ま
ち
づ
く
り
事
業
・
河

川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
一
体

と
な
っ
た
道
の
駅
「
あ
い
づ　

湯
川
・
会
津
坂
下
」
の
開
業
に

あ
た
り
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

湯
川
村
、
会
津
坂
下
町
と
国

土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
郡

山
国
道
事
務
所
及
び
北
陸
地
方

整
備
局
阿
賀
川
河
川
事
務
所
が

中
心
と
な
っ
て
整
備
し
て
ま
い

り
ま
し
た
「
人
の
駅
・
川
の

駅
・
道
の
駅
」
拠
点
整
備
事
業

が
10
月
2
日
に
開
業
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は

基
本
構
想
の
段
階
か
ら
地
域
の

方
々
と
検
討
委
員
会
を
組
織

し
、
官
民
協
働
で
取
り
組
ん
で

き
た
事
業
で
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
協
議
に
ご
参
加
い
た
だ

い
た
皆
さ
ま
に
あ
ら
た
め
て
感

謝
と
敬
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
道
の
駅
「
あ
い
づ　

湯

川
・
会
津
坂
下
」
を
中
心
と
し

た
施
設
は
、
湯
川
・
会
津
坂
下

両
町
村
は
も
と
よ
り
、
地
理
的

優
位
性
を
生
か
し
て
会
津
地
域

の
交
流
の
拠
点
や
、
情
報
発
信

の
拠
点
と
し
て
多
く
の
方
々
に

ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、
ま

す
ま
す
地
域
が
活
性
化
す
る
も

の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
こ
の
施
設
を
起
点
と
し
て

多
く
の
方
々
に
両
町
村
へ
訪
れ

て
い
た
だ
き
、
こ
こ
で
し
か
味

わ
え
な
い
郷
土
料
理
や
風
景
、

物
産
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

当
施
設
は
、
経
済
的
な
活
動
に

と
ど
ま
ら
ず
、
災
害
資
材
の
備

蓄
、
避
難
設
備
な
ど
防
災
機
能

も
有
し
て
お
り
、
非
常
時
へ
の

対
応
も
可
能
な
も
の
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
阿
賀
川
に

面
し
た
「
川
の
駅
」
の
広
場
に

は
遊
具
も
設
置
し
て
お
り
、
小

さ
な
お
子
さ
ま
連
れ
で
、
ゆ
っ

く
り
と
く
つ
ろ
げ
る
場
所
と
し

て
も
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

最
後
に
、
村
民
・
町
民
の
皆

さ
ま
の
ご
利
用
を
心
か
ら
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
と
と
も
に
、

こ
の
施
設
の
開
業
に
よ
っ
て
さ

ら
に
当
地
域
の
活
気
が
増
す
こ

と
を
期
待
し
、
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

　　　　道の駅あいづ　湯川・会津坂下
　　　　「人の駅・川の駅・道の駅」拠点整備事業湯川村・

会津坂下町

共同企画

かわまちづくり事業・河川防災ステーションと一体となった「道の駅あいづ　湯川・会津坂下」が
10月2日（木）に開業するにあたり、村民、町民の皆さまへ湯川村長、会津坂下町長よりあいさつを
申し上げます。

かわまちづくり事業・河川防災ステーションと一体となった
道の駅「あいづ　湯川・会津坂下」開業!

湯
川
村
長
あ
い
さ
つ

会
津
坂
下
町
長
あ
い
さ
つ

大塚  節雄
村長

齋藤  文英
町長



　 　　　五浪美術記念館より
10月は館内整理のため休館しています。
11月15日（土）から『バンビィ美術展』を開催します。
町内の子どもたちの作品展です。
ぜひ、ご覧ください！

※■は休館日です。

▼問い合わせ先　教育課　社会文化班　☎８３−３０１０

町史編さんだより　　　　

平
成
24
年
に
発
行
し
た
『
会
津
坂
下
町

史
第
３
巻
通
史
編
Ⅲ
近
代
・
現
代
』
は
、

監
修
者
の
吉
村
仁
作
先
生
（
福
島
大
学
名

誉
教
授
）
と
、
近
代
・
現
代
部
会
の
小
桧

山
六
郎
（
野
口
英
世
記
念
会
本
部
事
務
局

長
）・
大
内
寛
隆
（
元
高
等
学
校
教
諭
）・

古
川
利
意
（
元
高
等
学
校
教
諭
）・
渡
部

昌
二
（
喜
多
方
高
等
学
校
教
諭
）・
猪
巻

恵
（
喜
多
方
高
等
学
校
教
諭
）
の
５
氏

（
カ
ッ
コ
内
は
い
ず
れ
も
執
筆
当
時
）
を

会
津
坂
下
町
史
の

紹
介
３

近
代
・
現
代
通
史
編
の
は
な
し　

そ
の
一

筆
頭
に
総
勢
22
名
の
方
々
に
よ
っ
て
執
筆

さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
目
次
を
決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目

に
詳
し
い
方
に
原
稿
を
依
頼
し
ま
し
た
。

引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
は
、
先

に
発
行
し
た
資
料
編
２
冊
を
は
じ
め
町
内

外
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
た
く
さ
ん
の
資

料
を
も
と
に
、
懸
命
に
調
査
し
、
原
稿
を

書
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

町
に
な
い
け
れ
ど
原
稿
を
書
く
の
に
必

要
な
資
料
は
、
所
在
を
探
し
、
出
向
い
て

集
め
る
こ
と
も
し
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時

間
の
中
、
監
修
者
・
原
稿
執
筆
者
・
事
務

局
が
一
体
と
な
り
編
さ
ん
作
業
に
あ
た
り

ま
し
た
。

出
来
あ
が
っ
た
こ
の
通
史
編
か
ら
は
、

戊
辰
戦
争
直
後
か
ら
現
在
ま
で
の
会
津
坂

下
町
の
よ
う
す
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
町
の
歴
史
の
本
を
ぜ
ひ

手
に
と
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
身
近
な
も

の
や
場
所
の
意
外
な
歴
史
に
、
ど
き
ど
き

わ
く
わ
く
し
な
が
ら
読
め
る
と
思
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
史
編
さ
ん
室

☎
83
�
３
０
１
０
㈹

※
『
会
津
坂
下
町
史
第
３
巻

　
　
　
　

通
史
編
Ⅲ
近
代
・
現
代
』

（
一
冊
５
０
０
０
円
）
を
販
売
し
て

い
ま
す
。

昭和22年5月5日舟渡青年文化祭慰安演芸大会
（古川利意氏提供）

戦時中の金属供出（坂下国民学校校庭）
（佐藤聰氏提供）

『会津坂下町史第３巻通史編Ⅲ近代・現代』

11月の開館日
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

15



食塩摂取量（ｇ/日）が多い都道府県ランキング（Ｈ18～22平均値）

　　　　男性（20歳以上）　　　　　　　 女性（20歳以上）　    出典：国民健康・栄養調査（厚生労働省）
※平成24年の調査では、男性が8位で12.1ｇ、女性が13位で9.9ｇとなりましたが、目標値に比べ2ｇ以上も多くなっています。

　　　　食育だより

★☆10月19日は食育の日・家庭料理の日です☆★
【問い合わせ先】健康管理センター　☎８３−１０００

ばんげの味が育てる
おいしい楽しい健やかライフ

～当町の総医療費№1は循環器疾患です～
　循環器疾患というと、不整脈、狭心症、心筋梗塞…などがありますが、一
番身近なものは高血圧ではないでしょうか？
　高血圧をはじめとする生活習慣病の治療のために医師から 減塩 を指示さ
れる人が増えています。
～塩分を1g減らすと下がる血圧は1mmHg～
　高塩分の食事をとり続けてきた人のほうが、塩分が低い食事を続けてきた
人よりも、年を重ねたときに血圧が高くなりやすいのです。

食育講演会「美味しく食生活改善～減塩だけにまどわされない塩分対策～」
　食育推進会議委員は26年度のテーマを「減塩」として取組みを実施しています。
9月2日にはオリエンタルジュノー株式会社、牟田冨喜子氏を講師にお迎えし、
講演会と調理講習会が開催されました。血圧を上げない食べ方や調理のコツをわかりやす
くご講演頂き、大変好評でした。メニューの1つをご紹介します。

その58

～会津坂下町食育推進会議の平成 26年度のテーマは減塩です～

県　名 摂取量平均 県　名 摂取量平均 1日の食塩摂取目安量
第1位 山梨県 13.3 第1位 山梨県 11.2 男　性 9ｇ未満
第2位 青森県 13.0 第2位 福島県 11.0 女　性 7.5ｇ未満
第3位 福島県 13.0 第3位 茨城県 10.9 高血圧予防 6ｇ未満

『栗ごはん』 （2人分） ※ 1 人分 321kcal

〈作り方〉
①栗はたっぷりの熱湯を注ぎ、湯がさめるまでおいて皮を柔らかくす

る。渋皮ごとむいて、大きければ切り、水にさらす。
②米は炊く30分以上前に洗い、水気をきる。
③②とAを炊飯器の釜に入れ、底からひと混ぜして平らにならし、①

の栗を水気をきって広げいれ、普通に炊く。
④炊き上がったら全体を混ぜ、器に盛ってごまをふる。

〈材料〉
米	 1カップ
栗（皮つき）	 100g
　　水	 220ml
A　みりん	 大さじ1/2
　　塩	 小さじ1/6
いり黒ゴマ	 小さじ1/3

認定農業者会より　～10月出荷予定の野菜～
きゅうり、トマト、インゲン、ブロッコリー、キャベツ、りんご、
ぶどう、栗、米、そば

知っていますか？

なぜ減塩なの？
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絵本で
親子のふれあいを
中央公民館では、図書室にある絵本を利

用して、お子さんに読み聞かせできる場所
を月に１回開放しています。

お子さんとふれあいながら、絵本をと
おして親子の楽しいひとときを過ごして
みてはいかがでしょうか？

場　　所：中央公民館和室
開 放 日：10月27日（月）
開放時間：午前９時～正午

※上記時間内に、図書室にある絵本や紙芝
居などを数十点和室に用意しておきますの
で、どなたでも自由にご利用ください。

図書室臨時休館のお知らせ
・10月25日（土）〜26日（日）は福島県知事選
挙のため図書室が使用できません。

・11月6日（木）は、工事による停電のため中
央公民館は休館となりますので、図書室も終
日休館します。

　※返却も出来ません。

図書室だより　　　　

【問い合わせ先】中央公民館図書室　☎83-3010（定休日 : 毎月第２火曜日）

☆ 新しく入った図書の紹介 ☆

対象 本のタイトル 著者名 出版社
一般 おかげさまで生きる 矢作直樹 著 幻冬舎
一般 荒神 宮部みゆき 著 朝日新聞出版
絵本 おふろにいれて （せなけいこのえ・ほ・ん；8） せなけいこ 作・絵 ポプラ社
絵本 かぜのでんわ いもとようこ 作・絵 金の星社
児童 おばけのソッチとぞびぞびキャンディー 角野栄子 作 ポプラ社
児童 魔物の森のふしぎな夜 （シノダ！；4） 富安陽子 作 偕成社

ほかにも新着本がたくさんありますので、ぜひ図書室へお越しください。

蔵書点検に伴う
特別整理日のお知らせ
　
　図書が無くなっていないかなど、図書室
内の蔵書点検作業をするため、下記期間を
特別整理日として臨時に休館させていただ
きます。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解、ご協
力をお願いいたします。

特別整理日：11月10日（月）
　　　　　　　　　〜12日（水）

※上記期間中の返却図書につきましては、
事務室にある返却ボックスをご利用くだ
さい。

図書室開館時間
延長しています！

　毎週木曜日、図書室の開館時間を２時間延
長しています。どうぞご利用ください。

《毎週木曜日》
　開館時間：午前８時30分～午後７時
　その他の曜日の開館時間はこれまでどおり
　午前８時30分～午後５時までです。

10月27日～11月9日は読書週間です
今年の標語は『めくる めぐる 本の世界』

読書週間はすべての世代の人たちに本を親しむきっかけをつくっていただきたいという
考えに基づいた運動です。この機会に、読書する楽しみを感じてほしいと思います。
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まちの話題

TOWN TOPICS

10月に入り、気候も安定していて、何をするにも過ごしやすい季節になりました。
この季節になると「○○の秋」とよく耳にしますが、皆さんは何を連想しますか？
「スポーツの秋」「芸術の秋」「食欲の秋」など様々な言葉がありますが、これら
の言葉の由来をご存知でしょうか？

はっきりとした由来は特定できませんが、例えば「スポーツの秋」は、1964年の
東京オリンピック開催を記念して体育の日が制定され、その頃から定着してきたと
言われています。また、「芸術の秋」は絵画展や芸術祭が秋に行われることが多か
ったこと、「食欲の秋」は収穫の時期であり、１年の中で最も食料が豊富にあった
ことなどが一説としてあげられています。

町では、10月19日「いにしえ街道　マラソン大会」、11月３日（祝）「健康と産業と文化の祭典」、11
月８日～９日「いにしえ街道新そば祭り」など、秋のイベントを盛大に開催いたしますので、ぜひ足を
運んでいただきたいと思います。

そして、深まる秋に向け、皆さん独自の「○○の秋」を見つけてみませんか？

「○○の秋」

18

坂下中学校職場体験学習・ボランティア活動

坂下高校生就業体験

９月10日〜11日の２日間にわたり、坂下中学校の２年生10
名が役場等を訪れ、職場体験学習を行いました。町の施設や
文化財を巡り、町を知ることから始まり、いくつかの部署に
分かれて、様々な仕事を体験しました。

防災無線の録音、本の受け入れ作業、観光地でのお客様案
内、世界児童画展の展示作業、書類整理など、生徒たちは力
仕事から地道な作業まで
一生懸命行っていました。

閉会式では、楽しく体験できたという感想もあれば、つら
い作業だったという声もありましたが、体験を通して役場を
身近に感じていただけたようでした。

また、３年生によるカラスのフン清掃等のボランティア活
動も行っていただき、町内がとても綺麗になりました！

９月17日～19日の３日間にわたり、坂下高校の２年生２名が役
場等でインターンシップ就業体験を行いました。

議会の傍聴、本の受け入れ作業、埋蔵文化財の整理作業、まち
づくりワークショップ等を体験し、３日目に行われたワークショ
ップでは高校生らしい豊かな発想で町の魅力を見事にＰＲしてく
れました！



　

　9月17日、会津坂下警察署駐車
場で秋の全国交通安全運動出動式
が開催されました。式では坂下三
人小町の大竹梨沙さんが交通安全
大使として委嘱され、会津坂下警
察署長が出動するにあたり「昨年
に比べ交通事故は減少しています
が、高齢者の重大事故等が最近頻
発してるため交通安全意識の重要
性と交通ルールの遵守を呼びかけ
ていきましょう」とあいさつしま
した。
　交通安全パレードでは、ハーレ
ーダビッドソン愛好会の協力のも
と、パトカーと白バイが先導し、
町内を周回した後、柳津町役場ま
で向かい啓発活動を行いました。

　９月13日、郡山市開成山野球
場をメイン球場に大会が開幕しま
した。
　開会式直後の開幕戦第１試合で

「会津坂下町」VS「塙町」の試合
が行われました。
　開幕戦に相応しい、息詰まる投
手戦となりましたが、会津坂下町
打線は塙町の古橋兄弟バッテリー
の前に２安打に抑えられ０－１で
惜敗しました。
　江川弘樹監督は「選手みんなは
頑張ってくれた。改めて１点の重
みを痛感した。来年こそは初戦突
破できるようなチームを作り大会
へ臨みたい。」と来年を見据えて
力強く語りました。

ダリィちゃん（塙町）とバンビィ
は開会式に華を添えました

秋の全国交通安全運動
出動式

第８回市町村対抗福島県
軟式野球大会

TOWN TOPICS

まちの話題

春日八郎記念公園
おもいで館

入館者50万人達成！

広報写真が動き出す！広報あいづばんげでAR動画が見られます！

　８月15日、春日八郎記念公園
おもいで館の入館者数が50万人
となり、齋藤町長より記念品の授
与が行われました。節目の50万
人目となりましたのは、埼玉県久
喜市在住の藤田ご夫妻です。記念
館は、今年度展示物のリニューア
ルを行いました。入館無料ですの
で、一度ご覧になられた方もこの
機会にぜひお越しください。ご来
館をお待ちしています。

　スマートフォンをお持ちの方でフリーソフト「AURASMA」（無料アプ
リ）をインストールしていただくと、広報あいづばんげの指定された
写真・記事にスマートフォンをかざすだけで動画が自動再生されます。
　今月号は、表紙の稚児行列と神輿渡御の様子と、2・3ページの秋
まつりの各地区の山車コンクールや提灯行列の様子をご覧いただけま
す。次号からもイベントなどの動画について配信していく予定です！

・[iphone]「ipad」の場合　
　App storeから
・「Android」の場合
　Google playから「AURASMA」で
検索してインストールしてください。

起動したら新規登録し、右下検索画面で
「会津坂下町」と検索します。「フォロー」
をタップして選択します。画面下部中央
の四角マークを押して指定の写真をか
ざすと動画を見ることができます。
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まちの話題

TOWN TOPICS

20

第44回世界児童画展開催
９月12日〜15日までの４日間、中央公民館で「国際交流協会創立20周年記念事業第44回世

界児童画展会津坂下展」が開催されました。
開会式では、主催の実行委員長、福島中央テレビ、来賓の町議会議長よりあいさつのあと、関

係者によるテープカットが行われました。　
会場には世界各国から表現豊かな800点をこえる絵画作品が展示されました。

開催中は、会津坂下町
だけではなく、県内各地
から家族連れなどたくさ
んの人々が訪れ、思い思
いに作品への感想を述べ
るなどし、賑わいを見せ
ていました。

宝くじ助成事業で「コミュニティバス」を整備しました
町では、（一財）自治総合センターのコミュニティ助成事業の助成金を受け、「コミュニティバ

ス」を整備しました。
今回整備した「コミュニティバス」は29人乗りで、高齢者教室や、幼稚園・保育所の交流事業、

地区コミュニティセンターの地域づくり事業などに利用します。

整備したコミュニティバス 高齢者にやさしい
補助ステップ

坂下南幼稚園にキビタンがやってきました！
福島県では子どもたちに元気と笑顔を届けるため県内の保育所や幼稚園に訪問する活動を行っ

ており、9月16日にキビタンが坂下南幼稚園にやってきました！
多目的ホールではキビタ

ンクイズ大会やキビタン体
操などが行われ、園児たち
は楽しく参加していまし
た。また、最後にはキビタ
ンと握手や抱きついたりし
て触れ合い子どもたちの笑
顔が広がりました。

宝くじ助成とは
一般財団法人自治総合センターが宝くじ

の社会貢献広報事業の一環として、安心な
地域づくりや共生のまち
づくりに対して助成を行
う制度で、地域社会の健
全な発展と住民福祉の向
上に寄与しています。



第22回下水道
フェスティバルを

開催します！
今年は「健康と産業と

文化の祭典」と同時開催
～げすいどう　　　　　　

みずのみらいを
　　　　　まもるみち～

▼日　時
　11月３日（月）
　午前９時～午後３時

▼場　所
　中央公民館（展示・相談会場）
　坂下中央浄化センター
　（施設見学会場）

　施設見学に車でお越しの際は、
町総合車庫前の駐車場をご利用く
ださい。
▼内　容
　・中央浄化センター施設見学
　・下水道相談コーナー
　・各種展示　・その他
▼問い合わせ先
　建設課　上下水道班
　☎ 84－1531

町教育委員に
渡
わたなべ

辺 秀
しゅういち

一さんを選任
　平成22年より４年間、教育委
員としてご尽力いただきました、
長谷川一成さん（束原）の任期が
満了となりました。
　後任には、渡辺秀一さん（窪）
が、議会の同意を得て任命されま
した。
　10月１日、辞令交付式が行わ
れ、齋藤町長から辞令が交付され
ました。

　渡辺さんは「これまでの経験を
生かし、次世代を担う子どもたち
のため、教育委員の責務を誠心誠
意努めてまいります。」と抱負を
語りました。

ここに来れば

下水道の仕組みや

役割がわかるよ!

みんな見に来てね～

下水道マスコット
キャラクター「スイスイ」

国道49号

すき家様
佐藤電設㈱ 様

会　場
浄化センター

駐車場

TOWN TOPICS

まちの話題

健康と産業と文化の祭典
開催します

本年も「健康と産業と文化の祭
典」を盛大に開催します。

様々な団体によるイベントや町
民の方の図画等の作品を展示します
ので、皆さんぜひご参加ください。
※詳しくは役場前案内板やチラシ
でお知らせします。
▼日　時（メイン）
　11月３日（月）文化の日
　午前９時〜午後３時
▼場　所
　金銀交流サロン
　健康管理センター
　中央公民館、町民体育館周辺
▼問い合わせ先
　産業課 農林振興班
　　☎84-1505
　生活課 福祉健康班
　　☎83-1000
　教育課 社会文化班
　　☎83-3010
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お information

　

今
回
支
給
さ
れ
る
の
は
、
平
成
26

年
６
月
～
９
月
分
の
児
童
手
当
で

す
。
個
別
に
振
込
通
知
は
し
ま
せ
ん

の
で
、
通
帳
記
帳
に
よ
り
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

子
ど
も
課　

子
ど
も
支
援
班

　

☎
84
‐
３
７
１
２

　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
、

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
受
付
期
間

は
10
月
１
日
ま
で
で
し
た
。
申
請
書

を
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
方
は
、
至

急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

該
当
さ
れ
る
方
に
は
既
に
申
請
書

を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

▼
提
出
書
類

○
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
申

請
書
（
請
求
書
）

※
児
童
手
当
入
金
口
座
以
外
の
口
座

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
次
の
書

類
が
必
要
で
す
。

○
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

保
険
証
等
の
写
し
）、
通
帳
の
写
し

※
公
務
員
の
方
は
、
職
場
か
ら
配
付

さ
れ
た
申
請
書
類
（
申
請
書
、
証

明
書
、
本
人
確
認
書
類
、
通
帳
の

写
し
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

子
ど
も
課　

子
ど
も
支
援
班

　

☎
84
‐
３
７
１
２

臨
時
福
祉
給
付
金

▼
提
出
書
類

○
臨
時
福
祉
給
付
金
申
請
書
（
請
求

書
）

○
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

保
険
証
等
の
写
し
）、
通
帳
の
写

し
▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

行
政
管
理
班

　

☎
84
‐
１
５
０
３

　

私
た
ち
の
身
体
の
中
を
流
れ
て
い

る
血
液
は
、
生
き
て
い
る
細
胞
で
あ

り
、
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人

工
的
に
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
輸
血
に
必
要
な
血
液
を
い
つ
で

も
十
分
に
確
保
し
て
お
く
た
め
に

は
、
絶
え
ず
誰
か
の
献
血
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
実
施
日　
11
月
6
日
（
木
）

▼
場
所
・
時
間

○
入
谷
建
設
工
業
㈱

　

午
前
9
時
～
午
後
6
時

※
当
日
は
赤
十
字
奉
仕
団
の
協
力
が

①
訓
練
生
募
集

　
　（
生
産
サ
ー
ビ
ス
科
）　

▼
募
集
期
間

　

10
月
20
日
（
月
）
～

　
　
　

11
月
14
日
（
金
）

▼
募
集
定
員　
15
名

▼
訓
練
期
間

　

12
月
１
日
（
月
）
～

　
　
　

平
成
27
年
５
月
29
日
（
金
）

▼
受 

講 

料　
無
料

②
施
設
見
学
会

▼
開 

催 

日

　

10
月
14
日
（
火
）、
27
日
（
月
）、

11
月
10
日
（
月
）

▼
開
催
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
0
時
30
分

▼
内　
　
容

　

今
ま
で
の
職
業
能
力
に
加
え
、
新

た
な
技
能
習
得
の
た
め
の
職
業
訓

練
に
つ
い
て
の
説
明
会

▼
対 

象 

者
（
①
・
②
と
も
）　

　

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
さ

れ
て
い
る
方
で
、
受
講
が
望
ま
し

い
と
判
断
さ
れ
た
方

▼
受 

講 

料　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

会
津
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

開
発
援
助
課

☎
26
‐
０
５
２
０

あ
り
ま
す
。

▼
対
象
者

①
16
～
69
歳
の
方

※
65
歳
以
上
の
方
は
60
～
64
歳
ま
で

に
献
血
経
験
の
あ
る
方

②
体
重　

男
性
45
㎏
以
上
の
方

　
　
　
　

女
性
40
㎏
以
上
の
方

③
過
去
に
輸
血
を
受
け
た
経
験
が
な

く
、
現
在
健
康
な
方

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

　

☎
83
‐
１
０
０
０

　

坂
下
南
幼
稚
園
改
築
工
事
に
伴

い
、
現
在
の
坂
下
南
幼
稚
園
が
『
子

育
て
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
』（
旧

金
上
小
学
校
）
１
階
へ
移
転
し
ま
し

た
。

　

移
転
に
伴
い
、
坂
下
南
幼
稚
園

（
仮
園
舎
）
の
Ｆ
Ａ
Ⅹ
番
号
が
左
記

の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

Ｆ
Ａ
Ⅹ 

83
‐
３
１
３
１

　10月１日から水痘及び高齢者の肺炎球菌ワクチンの定期予防接種が始まります。今年度の対象者は以下
の通りです。なお、該当される方には個別通知しています。

〈水痘ワクチン〉　対象者　１歳～３歳未満
〈高齢者の肺炎球菌ワクチン〉
対象者　昭和24年４月２日～25年４月１日生
　　　　昭和19年４月２日～20年４月１日生
　　　　昭和14年４月２日～15年４月１日生
　　　　昭和９年４月２日～10年４月１日生
　　　　昭和４年４月２日～５年４月１日生

　　　　大正13年４月２日～14年４月１日生
　　　　大正８年４月２日～９年４月１日生
　　　　大正３年４月２日～４年４月１日生
　　　　大正３年４月１日以前生まれ
※過去に肺炎球菌ワクチン（ポリサッカライド）の接種を受け

たことのある方は接種対象となりませんのでご注意下さい。
▼健康管理センター　☎８３-１０００

坂
下
南
幼
稚
園
（
仮
園
舎
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
変
更
に
つ
い

て
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水痘・高齢者肺炎球菌の予防接種がはじまります

募
集

健
康
・
子
育
て

10
月
10
日(

金)

は
児
童
手
当

の
支
給
日
で
す

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
・
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申

請
を
お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？　

会
津
職
業
能
力
開
発
促
進
セ

ン
タ
ー
よ
り



㈱あいづダストセンター  
事業系一般廃棄物・粗大ごみ等 

廃棄物のことならお気軽にご相談ください
□本 社／会津若松市神指町大字南四合字才ノ神461 TEL 0242-36-5351
□事業所／柳津町大字藤字鶴ヶ峯4330-23 TEL 0241-42-2890

　

妊
娠
し
て
も
、
流
産
、
死
産
や
新

生
児
死
亡
な
ど
を
繰
り
返
し
て
し
ま

う
場
合
を
不
育
症
と
い
い
ま
す
。
一

般
に
妊
娠
の
約
15
％
は
自
然
流
産
に

な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
原
因

の
多
く
は
、
胎
児
の
染
色
体
異
常
の

防
ぎ
よ
う
の
な
い
も
の
で
す
。
従
っ

て
一
度
流
産
し
て
も
、
そ
の
後
は
無

事
出
産
で
き
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。

　

し
か
し
、
流
産
、
死
産
や
新
生
児

死
亡
な
ど
を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
場

合
は
、
何
か
原
因
が
あ
る
可
能
性
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
お
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

原
因
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
相

談
す
る
だ
け
で
精
神
的
負
担
が
軽
減

さ
れ
、
多
く
の
場
合
、
無
事
に
出
産

に
た
ど
り
着
け
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
原
因
が
見
つ
か
れ

ば
適
切
な
処
置
が
で
き
ま
す
。
福
島

県
で
は
、
不
育
症
の
方
に
対
す
る
相

談
や
治
療
費
助
成
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

▼
相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

　

会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　
　

児
童
家
庭
支
援
チ
ー
ム

　

☎
29
‐
５
２
７
８

不
育
症
に
対
す
る

　
　
　
　
　
支
援
に
つ
い
て
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交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
平

成
25
年
の
事
故
発
生
件
数
は
約
63
万

件
、
死
傷
者
数
は
約
79
万
人
と
、
国

民
の
誰
も
が
交
通
事
故
の
被
害
者
に

も
加
害
者
に
も
な
り
得
る
極
め
て
深

刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
す
べ
て

の
ク
ル
マ
・
バ
イ
ク
１
台
ご
と
に
加

入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
加
害

者
の
賠
償
責
任
を
担
保
す
る
こ
と

で
、
被
害
者
の
基
本
的
な
賠
償
を
保

証
す
る
制
度
で
あ
り
、
被
害
者
の
救

済
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
自
賠
責

保
険
・
共
済
な
し
で
運
行
す
る
こ
と

は
法
令
違
反
で
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会

　

☎
03
‐
３
２
５
５
‐
１
９
４
３

　

10
月
20
日
（
月
）
～
26
日
（
日
）

の
１
週
間
は
、「
行
政
相
談
週
間
」

で
す
。
役
所
（
国
・
県
・
市
町
村
）

や
特
殊
法
人
等
の
仕
事
に
関
し
て
、

処
理
や
説
明
に
納
得
で
き
な
い
、
な

か
な
か
や
っ
て
く
れ
な
い
、
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、
な
ど

の
苦
情
・
ご
意
見
・
ご
要
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
行
政
相
談
委
員

　

鶴
見
常
夫
（
新
町
）

　

☎
83
‐
２
４
５
６

　

渡
部
ひ
ろ
み
（
諏
訪
町
）

　

☎
83
‐
２
９
９
６

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

坂
下
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

☎
83
‐
０
５
２
２

▼
日
時　
11
月
19
日
（
水
）

〈
午
前
の
部
〉

受　

付　

午
前
９
時
30
分
～

説
明
会　

午
前
10
時
～
11
時
45
分

〈
午
後
の
部
〉

受　

付　

午
後
1
時
～

説
明
会　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　

３
時
15
分

▼
場
所　

ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス
展
示
ホ
ー
ル

▼
対
象
者

町
内
の
法
人
、
個
人
事
業
者

▼
問
い
合
わ
せ
先

会
津
若
松
税
務
署　

法
人
課
税　

　

第
一
部
門
（
源
泉
所
得
税
担
当
）

☎
27
‐
４
３
１
１

行
政
相
談
週
間
が

　
　
　
　
始
ま
り
ま
す

暮
ら
し

平
成
26
年
分

　
　
年
末
調
整
説
明
会

　

皆
さ
ん
の
職
場
の
中
で
起
き
て
い

る
賃
金
や
労
働
時
間
な
ど
の
労
働
条

件
や
解
雇
等
を
め
ぐ
る
労
使
間
の
困

り
ご
と
に
つ
い
て
、
休
日
電
話
相
談

を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密

厳
守
で
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
労
使
困
り
ご
と
相
談
は
、

平
日
の
電
話
相
談
の
ほ
か
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

やE-m
ail

で
も
随
時
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

▼
相 

談 

日

　

10
月
18
日
（
土
）
〜
19
日
（
日
）

▼
相
談
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
４
‐
５
２
１
‐
７
５
９
４

　

Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
２
４
‐
５
２
１
‐
７
５
９
６

　

E-m
ail  roudousoudan@

pref.

　

fukushim
a.lg.jp

「
自
賠
責
」
が

あ
な
た
と
家
族
を
守
り
ま
す

労
使
困
り
ご
と

　
　
　
休
日
電
話
相
談

健
康
・
子
育
て
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て
み
ま
せ
ん
か
？
秋
月
悌
次
郎
、
イ

ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
も
歩
い
た
い
に
し

え
の
越
後
街
道
を
歩
く「
束
松
峠
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
大
会
２
０
１
４
」
に
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日

・
10
月
25
日
（
土
）

　

※
雨
天
決
行

▼
参
加
費

・
大
人　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
円

　

※
当
日
参
加
の
場
合　

７
０
０
円

・
高
校
生
以
下　
　
　
　

３
０
０
円

※
記
念
バ
ッ
チ
（
峠
の
花
シ
リ
ー

ズ
）
進
呈
、
三
本
松
に
て
峠
の
茶

屋
名
物
「
あ
ん
こ
餅
」・
終
了
後

は
豚
汁
を
振
舞
い
ま
す
。

▼
開
会
式

・
高
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
午
前
８
時
30
分
よ
り

▼
コ
ー
ス
（
往
復
約
８
㎞
）

　

高
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
→

三
本
松
→
旧
道
→
一
里
塚
→
峠
の
茶

屋
→
新
道
→
三
本
松
→
天
屋
の
阿
弥

陀
仏
（
希
望
者
）
→
高
寺
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
→
片
門
薬
師
堂
（
希

望
者
）

▼
事
前
申
し
込
み
先
・
締
め
切
り

・
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
中
央
公
民
館

　

10
月
23
日
（
木
）
午
後
5
時
ま
で

　

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

高
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

☎
85
‐
２
０
０
１

▼
期
日　
10
月
19
日
（
日
）

さ
い
。
手
続
き
を
行
わ
な
い
場
合

は
、
責
任
技
術
者
と
し
て
の
資
格
が

無
効
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
対
象
者

現
在
所
持
し
て
い
る
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
証
の
登
録
期
間
が
平

成
27
年
３
月
31
日
（
登
録
番
号
21
‐

○
○
○
○
）
で
あ
る
方
で
す
。

対
象
と
な
る
方
に
は
、
９
月
中
旬

頃
に
下
水
道
公
社
よ
り
簡
易
書
留
に

て
直
接
本
人
宛
に
通
知
さ
れ
ま
す
の

で
、
詳
細
は
通
知
文
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。な

お
、
住
所
等
に
変
更
が
あ
る
方

は
下
水
道
公
社
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
９
６
０
‐
８
０
４
１

福
島
市
大
町
５
番
６
号

日
本
生
命
福
島
ビ
ル
２
Ｆ

公
益
財
団
法
人
福
島
県
下
水
道
公

　

社　

業
務
部
企
画
管
理
課

☎
０
２
４
‐
５
２
４
‐
３
５
１
０

▼
申
込
期
限

11
月
10
日
（
月
）

※
当
日
消
印
有
効

▼
登
録
更
新
講
習
会
及
び
会
場

12
月
４
日
（
木
）

会
津
ア
ピ
オ
（
会
津
若
松
市
）

歴
史
と
ロ
マ
ン
を
訪
ね
て
！

　

文
化
庁
が
選
定
す
る
歴
史
の
道

「
束
松
峠
」
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し

登
録
更
新
講
習
会
及
び
更
新
登
録

を
行
い
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
方

は
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
の
方
へ

催
し
・
講
座

束
松
峠
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

２
０
１
４

福
島
県
内
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人

情
報
が
左
記
窓
口
の
パ
ソ
コ
ン
で
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
職

種
や
就
業
場
所
等
を
選
択
し
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
、
求
人
情
報
も
毎
日

更
新
さ
れ
ま
す
。
ど
な
た
で
も
利
用

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

な
お
、
毎
週
金
曜
日
に
発
行
し
て

お
り
ま
す
会
津
若
松
と
喜
多
方
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
情
報
一
覧
表
は
、

従
来
ど
お
り
役
場
玄
関
入
口
と
中
央

公
民
館
ロ
ビ
ー
に
備
え
つ
け
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
閲
覧
場
所

東
分
庁
舎
窓
口

▼
閲
覧
日
時

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
問
い
合
わ
せ
先

産
業
課　

商
工
観
光
班

☎
83
‐
５
７
１
１

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
は
、
11
月
17
日

（
月
）
か
ら
11
月
23
日
（
日
）
ま
で

の
７
日
間
、
全
国
一
斉
「
女
性
の
人

暮
ら
し

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
の

実
施
に
つ
い
て

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と
し

て
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や

ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
女
性
を
め
ぐ
る

様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た

め
、
電
話
相
談
の
取
組
を
強
化
し
ま

す
。
相
談
は
、
無
料
で
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務

局
職
員
が
対
応
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
強
化
週
間
の
期
間
以
外
の

日
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）
に

お
い
て
も
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
、
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
期
間

11
月
17
日
（
月
）
〜
23
日
（
日
）

▼
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
ま
で

※
11
月
22
日
（
土
）
と
11
月
23
日

（
日
）
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先

福
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会　

　

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
情
報
の
最

新
デ
ー
タ
が
閲
覧
で
き
ま
す
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Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
４
‐
５
２
３
‐
４
５
６
７

E
-m

ail info@
fukushim

a-
ondanka.org

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
便
、E-m

ail

に
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

福
島
県
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
現

状
や
影
響
、
対
策
等
に
つ
い
て
学
習

し
、
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
理
解

を
深
め
る
活
動
を
積
極
的
に
行
う

「
う
つ
く
し
ま
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
員
」
を
養
成
す
る
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
対
象

　

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
に
関
心
が

あ
る
方
、
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推

進
員
の
委
嘱
を
受
け
た
い
方

▼
日
時
・
場
所

　

11
月
７
日
（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

郡
山
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

５
階　

集
会
室

（
郡
山
市
朝
日
一
丁
目
29
番
９
号
）

▼
研
修
概
要

　

地
球
温
暖
化
の
現
状
と
対
策

地
球
温
暖
化
防
止
推
進
員
の
活
動

　

事
例
等

▼
申
込
締
切

　

10
月
31
日
（
金
）

▼
受
講
料　
無
料　

▼
定
員　
　

50
名
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福
島
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
（
特
定
非
営
利
活

動
法
人
超
学
際
的
研
究
機
構
）

〒
９
６
０
‐
８
０
４
３

福
島
市
中
町
８
番
２
号

自
治
会
館
７
階

☎
０
２
４
‐
５
２
５
‐
８
８
９
２

平
成
27
年
３
月
大
学
等
を
卒
業
予

定
の
方
、
平
成
24
年
３
月
以
降
に
卒

業
し
て
、
現
在
就
職
活
動
を
し
て
い

る
方
を
対
象
に
、
正
社
員
で
雇
用
す

る
計
画
の
あ
る
県
内
企
業
と
の
面
接

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日　
11
月
26
日
（
水
）

▼
実
施
内
容

～
若
者
応
援
企
業
を
中
心
に
県
内
企

業
１
０
０
社
が
参
加
予
定
～

○
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

午
後
0
時
30
分
〜
0
時
50
分

○
事
業
所
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム

午
後
0
時
50
分
〜
1
時
50
分

○
合
同
就
職
面
接
会

午
後
2
時
～
4
時

▼
会
場　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

▼
主
催

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
、
福

島
・
郡
山
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
福
島
県

▼
そ
の
他

①
事
前
申
し
込
み
不
要

②
参
加
事
業
所
は
開
催
一
週
間
前
ま

で
に
、
福
島
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
公
開
し
ま
す
。

③
事
業
所
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人
事
担

当
者
と
の
個
別
面
談
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
等
各
機
関
に
よ
る
職
業
相

談
・
情
報
提
供
等
を
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

☎
０
２
４
‐
５
２
９
‐
５
３
９
６

ふ
く
し
ま
大
卒
等

　
　
　
合
同
就
職
面
接
会

地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員
養
成
研
修
会

催
し
・
講
座

会
津
自
然
の
家　

「
第
11
回 
会
津
自
然
の
家

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

▼
時
間

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

　
（
昼
食 

正
午
〜
午
後
1
時
）

▼
場
所

　
福
島
県
会
津
自
然
の
家

▼
内
容

　

カ
ヌ
ー
体
験
・
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
・

森
遊
び
・
木
工
ク
ラ
フ
ト
・
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
・
火
お
こ
し
体
験
・
そ
の

他　
　

昼
食
バ
イ
キ
ン
グ
（
1
人
５
０
０

円　

当
日
、
先
着
２
５
０
食
限
定
）

ぜ
ひ
、
ご
家
族
皆
さ
ん
お
誘
い
の

上
、
参
加
く
だ
さ
い
。

 

詳
細
は
会
津
自
然
の
家
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

会
津
自
然
の
家　

　

☎
83
‐
２
４
８
０

※
参
加
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
無
料
で
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

体
験
で
き
ま
す
。

お取引き拡大につき
正社員 30名募集!
■精密部品組立
■各種保険完備
■給与当社規定

【応募方法】ハローワークにて紹介状
　その後、連絡いただき面接日を決定
【勤務地】当社　第3工場（茶屋町）
〈問合わせ〉本社　☎0242-83-3821

若い活力ある町民の皆さん
【女性が中心】

働きやすい職場です。

坂下電子光学株式会社
Rhythm&Balance
会津オリンパス（株）医療機器組立協力会社

町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に

役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
楽
し
く
て
た
め

に
な
る
講
演
会
で
す
。
ど
な
た
で
も

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

11
月
21
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

▼
場
所

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー　

会
議
室

▼
対
象
者

一
般
町
民
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

お
い
で
く
だ
さ
い

▼
内
容

「
笑
い
と
健
康
に
つ
い
て

～
笑
っ
て
ス
ト
レ
ス
解
消
！

生
活
習
慣
病
・
認
知
症
予
防
！
」

▼
講
師

公
立
大
学
法
人
福
島
県
立
医
科
大
学

疫
学
講
座
教
授　

大
平
哲
也
先
生

▼
申
込
期
限

11
月
17
日
（
月
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
83
‐
１
０
０
０

保
健
医
療
交
流
事
業

　
　
　
　
　
（
講
演
会
開
催
）



お information

（昨年度の発表者）
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町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で
は
、

将
来
を
担
う
中
学
生
・
高
校
生
の
代

表
が
、
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
を
広

く
町
民
に
発
表
し
、
社
会
の
一
員
と

し
て
の
自
覚
と
責
任
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

11
月
17
日
（
月
）

▼
開
会

午
後
１
時
30
分
（
受
付
１
時
か
ら
）

▼
会
場

坂
下
中
学
校
体
育
館

▼
発
表
者

坂
下
中
学
校
・
会
津
農
林
高
校
・

坂
下
高
校
の
代
表　

７
名

▼
問
い
合
わ
せ
先

教
育
課　

社
会
文
化
班

☎
83
‐
３
０
１
０

第
27
回『
少
年
の
主
張
大
会
』

の
開
催

広報紙自らの財源を生み出すため、「広報あいづばん

げ」と「会津坂下町ホームページ」に『有料広告』を掲載し

ています。 

只今、平成２６年度半年分の掲載広告を募集しています。

半年通しての掲載には割り引きもありますので、是非

この機会にご検討ください。 

★広報あいづばんげ 縦42mm×横171mm  20,000円

 縦42mm×横 84mm  10,000円

★会津坂下町ホームページ（バナー広告） 10,000円

※ 料金は、1か月の金額です。

　 （年間契約の場合、割引有り）  

催
し
・
講
座

　

就
職
希
望
の
障
が
い
者
と
求
人
企

業
が
一
堂
に
会
し
、
数
多
く
の
面
接

の
機
会
を
確
保
し
、
障
が
い
者
の
雇

用
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
障
が
い
者
就
職
面
接
会
」
を
開

催
し
ま
す
。　

▼
開
催
日
時

　

10
月
30
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

▼
開
催
場
所

　
会
津
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス　

展
示
ホ
ー
ル  

　
（
会
津
若
松
市
イ
ン
タ
ー
西
90
）

▼
参
加
予
定
企
業　
約
20
社

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
会
津
若
松

　

専
門
援
助
部
門

　

☎
26
‐
３
３
３
３

　

本
校
に
お
い
て
テ
ク
ノ
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
の
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
コ
ー
ス
名

　

テ
ク
ノ
セ
ミ
ナ
ー
「
シ
ー
ケ
ン
ス

制
御
（
基
礎
）」

▼
内
容

　

リ
レ
ー
回
路
か
ら
Ｐ
Ｌ
Ｃ
の
入
出

力
ま
で
を
理
解
で
き
る
基
礎
力
の
習

得
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

　

11
月
８
日
（
土
）
〜
９
日
（
日
）

　
（
２
日
間
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
費
用

　

受
講
料　

３
１
０
０
円

▼
場
所　
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

▼
定
員　
15
名

▼
申
込
締
切　
10
月
24
日
（
金
）

▼
申
込
方
法　

　
「
受
講
申
込
書
」
に
記
入
し
、
左

記
住
所
へ
郵
送
、
持
参
、
も
し
く
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

「
受
講
申
込
書
」
は
、
本
校
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

http

：//w
w
w
.tc

‐aizu.ac.jp/

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
も
の
を
お

使
い
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
９
６
９-

３
５
２
７

　

喜
多
方
市
塩
川
町
御
殿
場
４
‐
16 

　

☎
０
２
４
１
‐
27
‐
３
２
２
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
４
１
‐
27
‐
３
３
１
２

　

今
年
も
会
津
大
学
で
子
育
て
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
大
型
遊
具
や

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、
か
え
っ

こ
バ
ザ
ー
ル
な
ど
、
親
子
で
楽
し
め

る
催
し
を
多
数
用
意
し
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
で
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
10
月
25
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時　
　

▼
場
所　
会
津
大
学
（
入
場
無
料
）

▼
対
象
者　

　

乳
幼
児
を
は
じ
め
と
す
る
子
ど
も

た
ち
、
子
育
て
に
携
わ
っ
て
い
る
方
々

な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
内
容　

○
ふ
れ
あ
い
広
場
（
講
堂
）

　

影
絵
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
コ
ン
サ
ー

　

ト
、
キ
ビ
タ
ン
体
操

○
わ
ん
ぱ
く
広
場
（
体
育
館
）

　

サ
イ
バ
ー
ホ
イ
ー
ル
、
エ
ア
ト
ラ

ッ
ク
等
の
遊
具
、
エ
ア
ド
ー
ム

○
に
こ
に
こ
広
場
（
講
義
棟
２
階
）

　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
ベ
ビ
ー
３

Ｂ
体
操
、
絵
本
読
み
聞
か
せ
、
育

児
相
談
、
広
報
コ
ー
ナ
ー
、
幼
児

コ
ー
ナ
ー

○
す
ま
い
る
広
場
（
講
義
棟
１
階
）

　

か
え
っ
こ
バ
ザ
ー
ル
、
エ
ス
テ
、

ネ
イ
ル
等
の
美
容
コ
ー
ナ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　
　

児
童
家
庭
支
援
チ
ー
ム

　

☎
29
‐
５
２
７
８　

子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
in
会
津
２
０
１
４

障
が
い
者
就
職
面
接
会

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ

ー
会
津
よ
り



会
津
坂
下
警
察
署
よ
り

町
内
に
お
い
て
、
８
月
中
、
刑
法

犯
の
発
生
が
４
件
あ
り
ま
し
た
。

な
り
す
ま
し
詐
欺
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
の
「
３
な
い
行
動
」

現
金
を
…
①
振
り
込
ま
な
い
！

「
手
続
き
の
た
め
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操

会津坂下町内街頭犯罪等発生状況（平成26年8月末現在）
区　分 管内 会津坂下町 区　分 管内 会津坂下町

強 盗 自販機ねらい
空き巣ねらい 7 2 車 上 ね ら い 1 1
忍 込 み 7 ひ っ た く り
事 務 所 荒 し 部 品 ね ら い
出 店 荒 し 強制わいせつ
自 動 車 盗 街頭犯罪合計 26 12
オートバイ盗 その他刑法犯等 50 38
自 転 車 盗 11 9 全 刑 法 犯 76 50

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

会
津
坂
下
警
察
署

　

☎
83
‐
3
4
5
1

作
を
し
て
」
と
言
わ
れ
た
ら
詐
欺
！

現
金
を
…
②
送
ら
な
い
！

「
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
や
宅
配
便
で
現
金

を
送
っ
て
」
と
言
わ
れ
た
ら
詐
欺
！

現
金
を
…
③
手
渡
さ
な
い
！

　

身
内
の
替
わ
り
に
代
理
人
が
受
け

取
り
に
来
る
の
は
詐
欺
！

★
犯
人
と
接
触
し
な
い
た
め
に
「
留

守
番
電
話
」
を
活
用
★

録
音
さ
れ
る
と
証
拠
が
残
る
た

め
、
犯
人
は
留
守
番
電
話
を
嫌
い
ま

す
。
在
宅
中
も
留
守
番
電
話
に
切
り

替
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

注　

意
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催
し
・
講
座

第
14
回
坂
高
祭　
室
井
東
志

生
画
伯
個
展
〈
同
時
開
催
〉

税
理
士
会
よ
り

税
の
無
料
相
談
を
開
催
し
ま
す

　

３
年
に
1
度
の
文
化
祭

　

来
て
い
た
だ
い
た
方
に
楽
し
ん
で

頂
け
る
よ
う
に
学
校
を
あ
げ
て
準
備

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
坂
下
高
校
Ｏ
Ｂ
で

あ
る
美
人
画
の
巨
匠　

室
井
東
志
生

画
伯
個
展
も
同
時
開
催
し
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

　

10
月
17
日
（
金
）
〜
18
日
（
土
）

▼
内
容

　
17
日
（
金
）

○
午
前
10
時
〜　

講
演
会
（
ス
ポ
ー

ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
牧
野
講
平
氏
）

○
午
後
1
時
〜　

各
ク
ラ
ス
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
発
表

　
18
日
（
土
）

○
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
2
時
30
分

　

各
ク
ラ
ス
、部
活
動
に
よ
る
催
し
物

▼
室
井
東
志
生
画
伯
個
展

○
10
月
17
日
（
金
）
〜
19
日
（
日
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

　
（
最
終
日
は
午
後
2
時
ま
で
）

▼
場
所

　

福
島
県
立
坂
下
高
等
学
校

▼
持
参
品　
上
履
き　

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
乗
り
合
わ
せ
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

　

毎
年
、
11
月
11
日
〜
17
日
は
「
税

を
考
え
る
週
間
」
で
す
。
会
津
若
松

税
理
士
会
で
は
、
そ
の
週
間
に
合
わ

せ
て
「
税
の
無
料
相
談
」
を
左
記
の

通
り
実
施
し
ま
す
。（
予
約
不
要
で
す
）

　

税
に
関
し
て
の
ご
質
問
は
ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

11
月
17
日
（
月
）

　

午
後
１
時
～
４
時

▼
場
所　

　

会
津
ア
ピ
オ　

　

ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス 

２
Ｆ　

会
議
室

　

会
津
若
松
市
イ
ン
タ
ー
西
90

▼
相
談
員

　

東
北
税
理
士
会

　

会
津
若
松
支
部
税
理
士

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

東
北
税
理
士
会
会
津
若
松
支
部

　

支
部
長　

高
久
俊
雄

　

☎
24
‐
２
４
１
１

★
　
地
震
に
つ
い
て
　
★

「
地
震
だ
！

　
　
そ
の
と
き
ど
う
す
る
」

　
〈
家
の
中
に
い
た
場
合
〉

○
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
こ
と
が
も

っ
と
も
大
切
で
す 

最
初
の
１
分
間
は
身
の
安
全
確
保

が
先
決
。
テ
ー
ブ
ル
や
机
な
ど
の
下

に
も
ぐ
り
、
座
ぶ
と
ん
な
ど
で
頭
を

ガ
ー
ド
し
ま
し
ょ
う
。
揺
れ
が
お
さ

ま
っ
た
ら
、
火
の
始
末
を
し
、
ド
ア

や
窓
を
開
け
て
逃
げ
口
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。
あ
わ
て
る
の
は
ケ
ガ
の
も

と
で
す
。

○
寝
て
い
る
と
き 

ふ
と
ん
や
ま
く
ら
な
ど
で
頭
を
守

り
な
が
ら
、
転
倒
の
お
そ
れ
が
あ
る

家
具
（
タ
ン
ス
、
鏡
台
な
ど
）
か
ら

で
き
る
だ
け
離
れ
ま
し
ょ
う
。 

○
ト
イ
レ
に
い
る
と
き 

比
較
的
安
全
な
場
所
な
の
で
、
あ

わ
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い
。
手
で

頭
を
ガ
ー
ド
し
、
ド
ア
や
窓
は
脱
出

用
に
少
し
開
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
風
呂
場
に
い
る
と
き 

風
呂
場
も
比
較
的
安
全
な
場
所
で

す
。
落
ち
着
い
て
火
の
始
末
を
し
、

ド
ア
や
窓
を
少
し
開
け
て
、
逃
げ
口

も
確
保
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
キ
ッ
チ
ン
に
い
る
と
き 

す
ぐ
に
火
が
消
せ
る
場
合
は
火
の

始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。
電
気
製
品
は

プ
ラ
グ
を
抜
き
、
で
き
れ
ば
ブ
レ
ー

坂
下
消
防
署
よ
り

カ
ー
を
切
る
。
た
だ
し
、
大
き
な
揺

れ
の
場
合
は
身
を
守
る
こ
と
が
最
優

先
で
す
。 

○
子
供
が
そ
ば
に
い
る
と
き 

大
き
な
揺
れ
の
場
合
、
子
ど
も
は

パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
陥
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
手
を
つ
な
ぐ
な
ど
絶
対
に
そ

ば
を
離
れ
な
い
よ
う
に
し
、
た
え
ず

声
を
か
け
て
安
心
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

坂
下
消
防
署

　

☎
83
‐
4
1
0
0

最低三日分の備蓄をしよう

非常品を備えよう

家庭の防災会議を開こう

我が家の安全を
チェックしよう 木造住宅の耐震を

チェックしよう



お information

▼
次
の
祝
日
に
臨
時
営
業
い
た
し
ま

す
。　

　

10
月
13
日
（
月
）
体
育
の
日
開
館

　

10
月
14
日
（
火
）
休
館

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
管
理
運
営

　

㈱
会
津
ば
ん
げ
公
共
サ
ー
ビ
ス

　

☎
83
‐
１
1
5
1

　

太
陽
光
設
備
工
事
に
よ
る
停
電
の

た
め
、
11
月
６
日
（
木
）
は
１
日
休

館
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

中
央
公
民
館

　

☎
83
‐
3
0
1
0

そ
の
他

糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
よ
り

中
央
公
民
館
よ
り

　

使
い
や
す
い
県
民
手
帳
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
横
罫
タ
イ
プ
月
間
ダ
イ
ア
リ
ー
、

週
間
ダ
イ
ア
リ
ー
（
付
録
付
）

　

１
冊　

５
０
０
円
（
税
込
）

・
表
紙　

黒
色（
ビ
ニ
ー
ル
発
泡
シ
ー
ト
）

・
規
格　

８
㎝
×
14
㎝

▼
カ
レ
ン
ダ
ー
タ
イ
プ
月
間
ダ
イ
ア

リ
ー
、
週
間
ダ
イ
ア
リ
ー
（
付
録

付
）

１
冊　

５
０
０
円
（
税
込
）

・
表
紙　

水
色（
ビ
ニ
ー
ル
発
泡
シ
ー
ト
）

・
カ
バ
ー
裏
に
は
キ
ビ
タ
ン
が
プ
リ

ン
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
規
格　

８
㎝
×
14
㎝

※
付
録
（
主
要
交
通
路
線
と
観
光
マ

ッ
プ
、
防
災
対
策
の
ペ
ー
ジ
、
白

紙
メ
モ
に
罫
線
追
加
等
）

※
２
０
１
５
年
版
は
別
冊
の
廃
止
に

伴
い
、
県
内
郵
便
番
号
、
住
所

録
、
ふ
く
し
ま
の
公
共
の
宿
の
ペ

ー
ジ
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

▼
福
島
県
勢
要
覧　

　

１
冊　

１
５
０
０
円
（
税
込
）

・
県
勢
全
般
が
わ
か
る
コ
ン
パ
ク
ト

な
総
合
統
計
書
で
す
。

・
規
格　

Ｂ
６
版 

３
１
６
ペ
ー
ジ

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

政
策
財
務
課　

政
策
企
画
班　

　

☎
84
‐
１
５
０
９

２
０
１
５
年
版

　
　
『
県
民
手
帳
』
を
頒
布
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★広報あいづばんげ 縦42mm×横171mm  20,000円

 縦42mm×横 84mm  10,000円

★会津坂下町ホームページ（バナー広告） 10,000円

※ 料金は、1か月の金額です。

　 （年間契約の場合、割引有り）  

広報紙自らの財源を生み出すため、「広報あいづばん

げ」と「会津坂下町ホームページ」に『有料広告』を掲載し

ています。

 只今、平成２６年度分の掲載広告を募集しています。 

年間通しての掲載には割り引きもありますので、是非

この機会にご検討ください。 

10
月
は｢

不
正
軽
油
撲
滅｣

の
強
化
月
間
で
す

全
自
動
洗
濯
機
・
二
槽
式
洗

濯
機
を
ご
愛
用
の
皆
さ
ま
へ

注　

意

県
で
は
、
10
月
を
「
不
正
軽
油
撲

滅
強
化
月
間
」
と
定
め
、
関
係
団
体

と
協
力
し
て
、
不
正
軽
油
の
排
除
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▼
不
正
軽
油
と
は

軽
油
に
課
税
さ
れ
る
軽
油
引
取
税

（
県
税
）
を
脱
税
す
る
た
め
に
、
灯

油
や
重
油
を
混
ぜ
る
な
ど
し
て
製
造

し
た
燃
料
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
正

常
な
軽
油
と
偽
っ
て
販
売
、
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
不
正
軽
油
は
悪

質
な
行
為
で
あ
り
、
環
境
汚
染
や
エ

ン
ジ
ン
の
故
障
の
原
因
、
公
正
な
市

場
競
争
の
阻
害
、
更
に
は
暴
力
団
等

の
資
金
源
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
町
民
の
方
へ
の
お
願
い

不
正
軽
油
の
防
止
・
撲
滅
に
は
、

皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
情
報
提
供
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
不
正
軽
油
の
情
報
提

供
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
庁
税
務
課

ま
た
は
最
寄
の
地
方
振
興
局
県
税
部

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
不
正
軽
油
を
作
ら
な
い
・
売
ら

な
い
・
買
わ
な
い
・
使
わ
な
い
」

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
総
務
部
税
務
課

☎
０
２
４
‐
５
２
１
‐
７
２
０
５

会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
29
‐
２
５
６
１

〇
指
を
大
け
が
す
る
事
故
に
気
を
付

け
て
く
だ
さ
い
！

洗
濯
・
脱
水
槽
が
完
全
に
停
止
し

て
か
ら
洗
濯
物
を
取
り
出
し
て
く
だ

さ
い
。

止
ま
る
前
に
取
り
出
そ
う
と
す
る

と
、
洗
濯
物
が
指
に
か
ら
ま
り
大
け

が
（
時
に
は
指
を
切
断
）
し
ま
す
！

ゆ
っ
く
り
し
た
回
転
で
も
危
険
で

す
。

〇
こ
ん
な
時
は
故
障
の
お
そ
れ
が
あ

り
危
険
で
す
。
速
や
か
に
ご
購
入

の
販
売
店
も
し
く
は
、
左
記
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

・
脱
水
途
中
に
フ
タ
を
開
け
て
も
15

秒
以
内
に
洗
濯
・
脱
水
槽
が
止
ま

ら
な
い
時
。

・
フ
タ
ロ
ッ
ク
が
解
除
さ
れ
て
も

（
脱
水
終
了
音
が
鳴
っ
て
も
）、
洗

濯
・
脱
水
槽
が
止
ま
ら
な
い
時
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

一
般
社
団
法
人　

日
本
電
気
工
業

　

会☎
03
‐
３
５
５
６
‐
５
８
８
１



事 業 名 日　 時 開催場所
申込・問い合わせ先 備　 考

すこやかキッズ

10月23日（木）
午前10時〜

11時30分

場　健康管理センター
問　☎ 83-1000
※申し込みはいりません

対　2歳～幼稚園入園前の子どもと保護者
持　オムツ・飲み物
内　すこやかキッズミニ運動会！他

11月6日（木）
午前１０時〜

１１時３０分

対　０～２歳の子どもと保護者
持　オムツ・ミルク・飲み物・バスタオル
内　ふれあい遊び・ベビーマッサージ
※予防接種前後24時間はベビーマッサ

ージができませんのでご注意くださ
い。

ばんげ
いにしえ街道
新そば祭り

11月 8 日(土)
９ 日(日)

【午前の部】
午前10時～正午

【午後の部】
午後1時
　　～午後 3 時

場　農村環境改善センター
問　観光物産協会
　　☎ 83-2111　

【前売り券】
　　大人：2,000円
　　小人：1,000円

【当日券】
　　大人：2,500円
　　小人：1,000円
　（※数に限りがございます。）

立川ごんぼ
フェスティバル

11月 8 日(土)
９ 日(日)

午前10時～
午後 3 時

場　立川集落センター
問　会津伝統野菜立川
　　ごんぼフェスティバル

実行委員会
　　☎ 82-2449

・　野菜及び地場産品の販売
・　ごぼう汁の無料配布
・　立川ごんぼ掘り体験　　　など

☆ワクワク　　
　　ドキドキ☆
楽しい広場

10月18日（土）
午前 9 時30分〜

11時30分

場　ばんげ保育所
問　☎ 83-3202　

対　町内在住の小学校入学前の子どもと
保護者

内　親子で楽しくわらべ歌！
※飲み物は、各自持参してください。

司法書士・土地家
屋調査士による

相談会

11月 6 日(木)
午前 9 時30分～
　　　　　正午

場　保健福祉センター
問　社会福祉協議会
　　☎ 83-1368　

財産、土地家屋問題などに関する困りご
との相談に応じます。

地域学校公開
１1月 ７ 日(金)

午前 9 時～正午
（学校公開）

場　坂下南・東幼稚園
　　坂下南・東小学校
　　坂下中学校　

対　町民
　　地域住民を対象に町内の幼稚園、学

校を公開します。

第７回
会津山辺の道を
たずねて

11月24日(月)
場　町民体育館前 集合
問　教育課　社会文化班
　　☎ 83-3010㈹

■　10月20日（月）〜
　　11月 ７ 日（金）
■　2,000円（昼食、保険料込み）
■　参加費を添えて直接申し込み
　　当日集合時刻等詳細は申し込みの際
　　にお知らせします。
行き先　県立博物館、会津美里・会津
　　　　坂下町三十三観音の一部

注
　
意

○申込は原則、土・日・祝日を除く
　午前８時30分～午後５時15分　
○費用・料金等の記載のないものは無料
○「申込」の記載があるものは事前に申込が必要

お information

期

費
注

場＝場所 問＝問い合わせ 内＝内容 対＝対象者 持＝持参品 ■＝期間 ■＝費用 ■＝注意期 費 注
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保険税（料）は年間に必要とされる医療費をもとに決められます。そのため医療費の増加
は、直接みなさんが医療機関の窓口で支払う金額だけでなく、保険税（料）の増加にもつな
がってしまいます。医療費の削減に努めましょう。

■ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは
　　ジェネリック医薬品は新薬（先発医薬品）の特許期間が過ぎたあ
と、新薬と同じ有効成分で製造した薬の事です。新薬に比べて開発
費を抑えられるため、その分価格が抑えられています。
■ジェネリック医薬品の安全性
　　ジェネリック医薬品は、新薬と同じ有効成分で製造されており、厚生労働省により、
新薬と同等の効果と安全性をもつと認められています。
■ジェネリック医薬品の価格
　　ジェネリック医薬品の価格は、新薬の２～７割ほどのものが多くなっています。
■ジェネリック医薬品を希望するときは
　　医療機関や、薬局の窓口で、ジェネリック医薬品を希望するとお伝えください。
　　また国民健康保険の保険証の交付の際などにお渡ししている「ジェネリック医薬品希望
カード」を、病院を受診する際に保険証と一緒に窓口に出していただく事でも大丈夫です。
■ジェネリック医薬品の注意点
　　主成分は新薬と同じですが、添加物などが新薬と異なるものもあります。そのため、
他の薬との飲み合わせや、食べ合わせなどが変わる場合がありますので、必ず事前にお
医者さんに相談をしましょう。

　　また、全ての薬にジェネリック医薬品が該当するわけではないので注意してください。

　　「医療費通知書」は、みなさんが加入している健康保険ごとに、い
つ、どこの医療機関で、どのくらいの医療費がかかったかなどの情
報をお知らせするものです。国民健康保険に加入している方は、役
場より２ヵ月ごとに「医療費のお知らせ」を送付しています。

　　この通知を見て、正しく医療を受けているか確認してみましょう。

　①複数の医療機関にかかると、そのたびに初診料などがかかってしまいます。
　　同じ病気で複数の医療機関にかかるのではなく、かかりつけ医を持つようにしましょう。
　②緊急ではない場合の、休日診療や夜間診療は控えましょう。
　　休日・夜間に子どもの急病で心配なときは「小児救急電話相談」（＃８０００）で相談
　できます。

　③薬が余っているときは、お医者さんや薬剤師さんに相談しましょう。
　④定期的に、健診や人間ドックを受け、日頃から健康管理に努めましょう。

【問い合わせ先】生活課　保険年金班（④番窓口）　☎８４－１５０１

～医療費の削減で家計も安心～

　ジェネリック医薬品を活用してみましょう

　医療費通知書を確認してみましょう
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町の人口と世帯 今月の納税

お誕生おめでとう

※　掲載を希望されない方は、「戸籍
の届書」を提出する際に、戸籍の
担当に申し出てください。

ごめい福をお祈りします

�月の保健ガイド
健康管理センター　☎83−1000

【役場周辺】 【学校等における測定結果（9月26日）】
月　日 数値
9月 1日 0.076
8 月 1 日 0.082
7 月 1 日 0.080
6 月 1 日 0.084
5 月 1 日 0.081

マイクロシーベルト／時
調査地点 数値 調査地点 数値

坂下中学校 0.084 坂下南幼稚園 0.133
坂下南小学校 0.101 坂下東幼稚園 0.107
坂下東小学校 0.107 ばんげ保育所 0.067
託児ルーム もみの木 0.074 えくぼ遊育園 0.109

▼問い合わせ先　総務課　除染対策係　☎84-1527

10月11日（土）～11月11日（火）までの情報をお知らせします。

乳幼児健康診査
場　　所　健康管理センター
持 参 品　母子健康手帳・乳幼児健康管理手帳
受付時間　午後 1 時～ 1 時20分

事　業　名 月　日 対　　象　　者
4 か月児 11月11日（火） 平成26年 6 月15日～ 7 月14日生

2 歳 6 か月児 10月23日（木） 平成24年 4 月・ 5 月生
3 歳 6 か月児 10月16日（木） 平成23年 4 月・ 5 月生

むし歯予防フッ素塗布
場　　所　健康管理センター
持 参 品　母子健康手帳・フッ素塗布受診券
受付時間　午後 1 時～ 1 時20分

事　業　名 月　日 対　　象　　者
1 歳

11月 7 日(金)

平成25年 8 月・ 9 月生
2 歳 平成24年10月・11月生
3 歳 平成23年10月・11月生
４ 歳  平成22年12月・平成23年 1 月生

休日救急診療当番
※ 変更になる場合があります。

10月12日（日） 菅原医院 ☎ 83-2311
10月26日（日） 星医院 ☎ 83-2136
11月 3 日（月） あかぎ内科消化器科医院 ☎ 83-0303
11月 9 日（日） 寿松堂渡辺医院 ☎ 83-3125

救　急　病　院
坂下厚生総合病院 ☎ 83-3511

県医師会のホームページでも確認できます。

http://www.e-sense.ne.jp/~ken-ishikai/
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人　口………16,459人（－11）

　男　……… 7,883人（－ 4）

　女　……… 8,576人（－ 7）

世帯数……… 5,444戸（＋ 4）

（ 9月 1日現在） 【納期限10月31日（金）】

●国民健康保険税　　●介護保険料

●後期高齢者保険料　●住宅使用料

●児童福祉負担金　　●町県民税

●上・下水道・農業集落排水使用料

戸籍の窓口
8 /21〜 9 /20届出分

地　区 名　　前 （保護者）

金 上 松 乃
の

維
い

（亜　紀）

新 富 町 近 藤 拓
たく

真
ま

（寛　明）

履 形 名 倉 悠
ゆう

太
た

（秀　一）

桜 木 町 五ノ井　和
かず

　成
なり

（和　博）

本 名 髙 梨 彩
いろ

羽
は

（　実　）

金 上 鈴 木 絆
は

花
な

（謙　時）

新 町 大 塚 陽
はる

斗
と

（勝　利）

桜 木 町 林　　 資
もと

子
こ

（裕　文）

桜 木 町 渡 部 才 子（81歳）

柳 町 新 國 貞 美（85歳）

仲 町 齋 藤 賢 明（97歳）

古 坂 下 鈴 木 鉄 也（71歳）

下 政 所 髙　畑　コノミ（90歳）

塔 寺 猪　俣　ヨシミ（99歳）

津 尻 鈴　木　ミヨシ（103歳）

大 江 中　島　サク子（84歳）

平 井 山 内 和 子（67歳）

新 栄 町 渡 部 玲 子（83歳）

新 富 町 佐 瀨 幸 三（78歳）

金 上 遠　藤　新三郎（92歳）

上 町 齋 藤　　 明（52歳）

沖 小 林 登 悅（85歳）

【休日の水道修理当番】
（10/11～11/11）

休日は下記に問い合わせください

建設課　　上下水道班
☎84-1530



西青津環境保全委員会 坂下東小学校 坂下南小学校

上新田婦人会

上新田老人会

上新田子供会坂下地区育成会

教育長賞

緑化推進委員長賞
広

報
あ

い
づ

ば
ん

げ
10月
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町
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http://www.facebook.com/town.aizubange.fukushima　 QRコード

今年度もたくさんのご応募ありがとうございました。今年も手入れが大変な中、多くの町民の皆さん
が町の中に色とりどりの花を咲かせてくれました。暑さに負けずに咲き誇る花々は人を感動させます。
今後も「花いっぱい推進運動」を広め、花のあるきれいな地域づくりをしていきましょう！

坂下婦人会

川西地区地域づくり協議会 長田洋子（緑町）

ばんげ南っ子クラブ 仲町商栄会

齋藤秋子（茶屋町）

花いっぱい推進委員会長賞 会津坂下町長賞

第9回


